
 

NPO 法人えんげき広場 cue 

２０２５年度事業報告書 

─────────────────────────────────────────── 

【2025 年度 事業概要】 

─────────────────────────────────────────── 

■ 1. 事業全体の概要 

2025 年度は、演劇・哲学・地域・研究の 4 事業で計20 件を実施し、 

延べ919 名が参加した。学校・地域・医療福祉の 3 領域で協働が深化し、 

演劇的手法を用いた対話・表現活動が多面的に広がった一年となった。 

 

─────────────────────────────────────────── 

■ 2. 事業別概要（一覧） 

─────────────────────────────────────────── 

事業区分      実施件数   参加者数     事業費（円）     主な成果 

---------------------------------------------------------------------- 

演劇事業   9 校      715 名   1,784,498   協働性・学習意欲の向上 

哲学事業   1 件     19 名      103,111    教育理念の共有 

地域事業   5 件      92 名     119,005    地域の表現活動の活性化 

調査研究・講演事業 5 件      93 名      88,462    エビデンス蓄積 

---------------------------------------------------------------------- 

合計       20 件    919 名   2,095,076   多領域での協働が深化 

 

─────────────────────────────────────────── 

■ ３. 2026 年度の重点方針（3 本柱） 

─────────────────────────────────────────── 

1. 中期事業計画（2026–2030）の策定 

2. 文化庁事業の質向上と講師育成 

3. 地域・医療福祉・学校の三領域連携の深化 

 

─────────────────────────────────────────── 

■ ４. 年間ロードマップ 

─────────────────────────────────────────── 

・理事会（毎月第2 月曜） 

・総会（5 月 30 日） 

・文化庁事業（5〜12 月） 

・メールマガジン（7 月・10 月・1 月・3 月） 

・中期事業計画策定（9 月 14 日） 

・研究会・報告会（9 月・2 月） 

・本質観取ファシリ講座（4 月・6 月・8 月・10 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

NPO 法人えんげき広場 cue 

２０２５年度事業報告書 

 ２０２５年４月１日から２０２６年３月３１日まで 

１ 事業の実施と成果に関する事業 

① 演劇に関する事業 

①－１）文化庁「文化芸術による子供育成推進事業」の実施  九州管内５自治体の計９校（小学校８校、高校１

校）にて演劇コミュニケーション授業を実施した。ワークショップを通じて、児童生徒の自己表現力や他者理解

を促進。学校現場からは、協働性や学習意欲の向上など高い評価を得た。現代教育の重点課題である「コミュ

ニケーション能力」および「非認知能力」の向上に大きく寄与した。また各回の実施後にはファシリテーターによ

るふりかえりの時間を設け、社会構成主義ナラティブアプローチに基づいた『ふりかえり評価』（※）をもちいて、

組織としての学びや改善につなげた。 

 

※『ふりかえり評価』（ＮＰＯ法人アカツキ開発）とは、一人ひとりの価値観をふりかえり、対話を通じて共有

することで活動の価値を多面的にとらえる評価手法。 

 

事 業 内 容 
実施 

日時 

実施 

場所 

従事者

の人

数 

受益対象者 

の範囲及び 

人数 

事業費の金額 

（円） 

①－1）文化庁「文化芸術による子

供育成推進事業」の実施 

５月 

～１１月 

筑紫野市４校、福岡

市２校、うきは市１

校、大分県竹田市

１校、熊本県南阿

蘇村１校、 

３１人 小学生 

６２７人 

高校生 

８８人 

合計７１５人 

1,784,６３０ 

② 哲学に関する事業 

②－１）哲学対話・本質観取による教職員研修（つくば開成福岡高等学校）  一般社団法人ホンシツカンシュ

代表・杉本翼氏および苫野一徳ゼミ生を外部講師として招聘し、「よい教師とは」をテーマとした本質観取（※）

を実施した。当団体は、全体のコーディネートおよび補助講師としての役割を担った。 研修では、教職員個々

の教育現場における経験を端緒とし、対話を通じて普遍的な「教師像」へと昇華させるプロセスを促進。結果と

して、参加者が自身の専門性や教育理念を再確認・共有し、組織としての教育方針を深化させる機会を創出し

た。 

※ 本質観取（ほんしつかんしゅ）：現象学の手法に基づき、具体的な経験や事例を出し合う対話を通じて、対象の共

通構造（本質）を抽出する思考・対話メゾット 

 

事 業 内 容 
実施 

日時 

実施 

場所 

従事者

の人

数 

受益対象者 

の範囲及び 

人数 

事業費の金額 

（円） 

②－１）哲学対話・本質観取による

教職員研修（つくば開成福岡高

等学校） 

３月９日 つくば開成高等学校 ２人 職員１９人 １０３，１１１ 

 



 

③ 地域に居場所を作る事業 

 

③－１）演劇ワークショップ『演劇にふれてみる、深めてみる』の開催  自主財源事業として、ＮＰＯ法人ＰＡＶＬＩ

Ｃの窪田壮史氏を講師に招聘。「自分の部屋」「私は木です」「名画ゴッホの部屋」等のワークを通じ、明確なイ

メージを持つことで自然と身体が動くという演劇の本質的プロセスを共有した。参加者が自身の内面に触れる

機会を創出し、地域における新しい自己表現の形を提示した。 

③－２）子ども演劇ワークショップ（筑紫野市文化会館共催）  ＮＰＯ法人ＰＡＶＬＩＣのわたなべなおこ氏を講師

に招聘。４歳から大人まで３２名が参加し、配役決定から劇の創作・発表までを協働で実施した。世代を超えた

交流と表現力の向上が見られ、保護者からも高い評価を得た。参加者の満足度は極めて高く、有料化の検討

を含めた継続開催を望む声が多数寄せられている。なお、包摂性を担保するため、子ども単独参加も可能な参

加費無料とした。 

 

③－３）ふくおか地域貢献サポート事業『ワレワレのモロモロ健康編』   （株）ＷＡＲＥ、九州大学大学院医学研

究院との３団体協働プロジェクトとして、岩井秀人氏を講師に迎えたワークショップ及びファシリテーター講座を

実施。演劇的手法により住民の本音を引き出し、医療従事者との信頼構築と健康意識の醸成を図った。次年度

の展望として、ふくおか地域貢献サポート事業への申請と企業協賛による自走型プロジェクト化を目指すことを

決定した。 

 

③－４）福祉現場へのアウトリーチ（放課後等デイサービスつむぎ 職員研修）  岩井秀人氏を講師に、演劇

ワークショップ『ワレワレのモロモロ』を職員研修として実施。実事例の劇化（ロールプレイ）を通じ、同僚の価値

観理解や多角的な視点の習得を図った。客観的な自己省察により、対人援助職としての行動変容や地域交渉

への意欲向上に繋がる成果を得た。 

 

③－５）身体表現ワークショップの実施   演劇家・青柳達也氏を講師に、自主財源にて開催。即興ゲーム等を

通じて「うまくやる」という評価意識を解放し、内面のイメージを形にするワークを実施した。参加者間の一体感

とリフレッシュ効果が確認され、心身のレジリエンスを高める場となった。 

事 業 内 容 
実施 

日時 

実施 

場所 

従事者

の人数 

受益対象者 

の範囲及び 

人数 

事業費の金額

（円） 

③－１）演劇ワークショップ『演劇に

ふれてみる、深めてみる』を一般

市民に開催 

７月６日 

 

二日市東コミュ

ニティセンター 

３人 

 

 

大人１２人 

 

  32,367 

 

 

③－２）筑紫野市文化会館と共催

で『子ども演劇ワークショップ』を

一般市民に開催 

９月７日 筑紫野市文化会

館 

４人 子ども（４歳～

１３歳） 

１６人 

大人１６人

合計３２人 

１００ 
（申請書類等印刷費

のみ法人負担筑

紫野市文化会館

負担４９，８６５円） 

③－３）ふくおか地域貢献サポート

事業 演じて考える協議体ワレワ

レのモロモロ健康編・ファシリテー

ター講座を一般市民・医療関係

者・演劇人に３日間開催 

１１月９， 

１０，１１日 

筑紫南コミュニ

ティセンター

（９、１１日） 

九州大学医学部

（１０日） 

延べ 

１５人 

延べ３３人 ３，３６９ 
（演じて考える協議

体に受取助成金５

０万円・ｃｕｅから補

填７３５円含む） 

③－４）つむぎでワレワレのモロモロ

（職員研修） 

１１月１２日 放課後等デイ

サービスつむ

ぎ 

２人 ８人 ５０，１８７ 

 

③－５）『身体表現ワークショップ』

を一般市民に開催。 

２月１４日 二日市東コミュ

ニティセンター 

４人 ７人 32,850 

 

 



 

④ 調査・研究及び講演を行う事業 

 

④－１）研究事業：演劇を観て語る会の開催  ｏｉｂｏｋｋｅｓｈｉ『恋はみずいろ』、贅沢貧乏『わかろうとはおもって

いるけど』、佐賀の八賢人おもてなし隊『江藤新平伝 星の軌跡』の３作品を対象に、観劇と対話の場を創出。

『わかろうとはおもっているけど』では、久留米シティプラザ主催の「シアターカフェ」への参画等を通じ、ジェン

ダーや共生といった普遍的テーマを多角的に掘り下げる視点を共有した。 

 

④－２）国際演劇教育学会（バンクーバー大会）報告会の開催   九州大学・岡崎研太郎氏を講師に、北米の

「メディカル・インプロ」の実践報告を実施。医療ヒエラルキーの解消や共感性向上に対する演劇的手法の有効

性を確認した。３年後のシドニー大会を見据え、日本からの発信可能性を探る契機となった。 

 

④－３）２０２５年度演劇ワークショップ教育効果アンケート調査報告会の開催   学校現場での実践を学術的

に総括。青柳達也氏による教員アンケート分析では、満足度８５％を超える高い教育効果が実証された。また、

内藤三和子氏による中学校国語科での劇化指導に関する論文報告を通じ、エビデンスに基づいた演劇教育の

普及と定着に向けた知見を蓄積した。 

 

④－４）哲学対話・本質観取ファシリテーター講座の実施   一般社団法人ホンシツカンシュ代表・杉本翼氏を

講師に、隔月で計４回開催。ｃｕｅ会員及びＰＡＶＬＩＣメンバー計１１名が参加し、「本質観取とは」「哲学史」「民主

主義の成熟」等の講義と「責任」「所有」等のテーマによる本質観取を行った。次年度は、参加者が実際に進行を

担う「実践編」への移行を予定している。 

 

④－５）支援者向け広報活動（メールマガジン配信）   サポーター会員への情報発信を強化し、年３回（秋・

冬・春号）のメールマガジンを発行。活動現場のリアルな声を届けることで、支援者とのエンゲージメント（繋が

り）の深化を図った。 

 

事 業 内 容 
実施 

日時 

実施 

場所 

従事者

の人

数 

受益対象者 

の範囲及び 

人数 

事業費の金額 

（円） 

④－１）研究事業：演劇を観て語る

会の開催 

・７月５日 
（恋はみずいろ） 

・１２月７日 
（わかろうとは～） 
・２月７日 
（八賢人～） 

久留米シティプラザ 

 

久留米シティプラザ 

 

佐賀市東与賀文化

ホール 

３人 

 

２人 

 

３人 

５人 

 

４人 

 

３人 

０ 

（実費は参加者

負担） 

 

④－２）国際演劇教育学会の報告

会 

 

７月１４日 オンライン １人 ５人 ０ 

④－３）演劇ワークショップ教育効

果アンケート調査報告会 

 

１月１０日 筑紫南コミュニ

ティセンター 

１人 ８人 ３，８０２ 

 

④－４）哲学対話・本質観取ファシ

リテーター講座全４回 

 

８月～２月 オンライン １人 延べ３８人 ８４，６６０ 

④－５）支援者向け広報活動（メー

ルマガジン配信） 

９月、１月、３月 オンライン（メー

ル・ＳＮＳ） 

１人 サポーター員

延べ３０人 

０ 

 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

法人名：

年 4 月 1 日 ～ 年 3 月 31 日

1.

2.

3.

4.

1.

2.

 

 

NPO法人えんげき広場cue

次期繰越正味財産額

　　経常費用計

消耗品費

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

活動計算書

（2）その他経費

その他経費計

まで

（2）その他経費

人件費計

臨時雇賃金

（1）人件費

諸謝金・交通費（文化庁事業）

その他収益

(単位：円)

金　　額科　　目

受取寄付金

（1）人件費

人件費計

受取会費

Ⅰ 経常収益

Ⅱ 経常費用

事業費

会場費

雑費

管理費計

　　経常収益計

管理費

64,000

2,241,955

0

印刷製本費

その他経費計

事業費計

1,765,035

2,095,076

2,095,076

印刷製本費

2025 2026

470,339

1,230

2,098,244

3,168

640

1,298

0

614,050

3,168

143,711

会場費 4,810

諸謝金 293,640

租税公課 600

支払手数料 3,322

3,776

6,490

旅費交通費 4,180

事業収益 2,176,635

通信運搬費 13,223

0

0

1,320



 

 

 

　 　 年 3 月 31 　 　 　

1.

2.

1.

2.

Ⅰ 資産の部

金　　額科　　目

流動資産

現金預金

流動資産合計

固定資産

固定負債

固定負債合計

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部

流動負債

流動負債合計

負債合計

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

614,050

470,339

143,711

0

614,050

614,050

0

614,050

0

0

貸借対照表

(単位：円)

　 2026 日現在

614,050

　



 

法人名：NPO法人えんげき広場 cue 

 

 

 

 

１．

　　
2．

演劇事業 哲学事業 地域事業
調査研究講

演事業
事業部門計 管理部門 合計

Ⅰ

1. 57,000 57,000

2. 0 7,000 7,000

3. 0 0 0

4. 1,936,635 107000 53000 80000 2,176,635 2,176,635

5. 1,320 1,320

1,936,635 107,000 53,000 80,000 2,176,635 65,320 2,241,955

Ⅱ

（1）

0 0

0 0

0 0

0 0 0 0 0 0 0

（2）
3,700 100 1,440 1,250 6,490 640 7,130

0 0
12,743 480 13,223 13,223

0 99,640 110,000 84,000 293,640 293,640
1,892 451 319 660 3,322 3,322

600 600 1,230 1,830

0 0
0 3,060 1,750 4,810 4,810

2,974 802 3,776 1,298 5,074
1,260 2,920 4,180 4,180

1,765,035 1,765,035 1,765,035

1,784,630 103,111 118,873 88,462 2,095,076 3,168 2,098,244

1,784,630 103,111 118,873 88,462 2,095,076 3,168 2,098,244

3． 152,005 3,889 ▲ 65,873 ▲ 8,462 81,559 62,152 143,711

　　経常費用計

　　　当期経常増減額

会場費

雑費

旅費交通費

諸謝金・交通費

その他経費計

通信運搬費

諸謝金

支払手数料

租税公課

会議費

法定福利費

人件費計

その他経費

印刷製本費

消耗品費

　　経常収益計

経常費用

人件費
役員報酬

給料手当

受取会費

受取寄付金

受取助成金等

事業収益

その他収益

事業別損益の状況は以下の通りです。

(単位：円)

科　　目

経常収益

財務諸表の注記

重要な会計方針
財務諸表の作成は、NPO法人会計基準（2010年7月20日　2017年12月12日
最終改正　ＮＰＯ法人会計基準協議会）によっています。

事業別損益の状況



 

２０２６年度事業計画書 

 ２０２６ 年 ４月 １日から ２０２７年 ３月 ３１日まで 

ＮＰＯ法人えんげき広場ｃｕｅ  

１ 事業実施の方針と実施に関する事業 

１ 事業実施の方針 

２０２６年度は、法人設立５周年の節目として、これまでの基盤を総括するとともに、次なる展開を

見据えた「中期事業計画」の策定に取り組み 5 年後のビジョンを明確にする。また、文化庁事業

を中心とした学校現場へのアウトリーチを継続しつつ、哲学対話による思考変容の支援や、医

療・福祉分野との多職種連携を深め、演劇技法を用いた対話の場を地域社会に広く提供する。 

 

２ 実施に関する事業 

①演劇に関する事業 

 

①－１）文化庁「子供育成事業（芸術家派遣）」の実施と講師育成 文化庁の事業に採択された８校（小学校６校、

高 校２校）において、演劇の技法を使ったワークショップを実施し、児童・生徒のコミュニケーション能力および

非認知スキルの向上に寄与する。サブ講師８名（うち新人３名）を配置し、実践とふりかえり（省察）を繰り返すこ

とで、ファシリテーターのスキルアップを図る。ふりかえりでは、「社会構成主義ナラティブアプローチに基づいた

『ふりかえり評価』（ＮＰＯ法人アカツキ開発）」に基づく評価法を用い、組織としての学びや改善につなげる。ま

た次年度（２０２７年度）に向けた同事業の申請目標を１５校とする。 

 

①‐２）第１次中期事業計画の策定  設立５周年を機に、事業の定着と組織の安定化を目指し、理事会を中心

に中期事業計画を策定する。客観的な視点を取り入れるため、発足当時から多岐にわたり相談している中

間支援団体（ＮＰＯ法人アカツキ）から外部ファシリテーターを招聘し、組織のビジョンと戦略を再構築する。 

 

事 業 内 容 
実施 

予定日時 

実施 

予定場所 

従事者の

予定人数 

受益対象者 

の範囲及び 

予定人数 

事業費の 

予算額 

（千円） 

①－１）文化庁「子供育成

事業（芸術家派遣）」の実

施と講師育成 

５月 

～12 月 

筑紫野市４校、福岡市２

校、小郡市１校、佐賀

県１校 

２７人 小学生４５２人 

高校生 １００人 

合計５５２人 

    １，２２８ 

 

①－２）第１次中期事業計

画の策定 

９月１４日 筑紫野市内コミセン ４人 ４人       ６５ 

 



 

②哲学に関する事業 

 

②－１） 学校における哲学対話・本質観取実践事業 現代の教育課題である「他者と共に納得解を導き出す

力」の育成を目的とする。 筑紫野市内の小学校において、身体的アプローチ（演劇ＷＳ）を経て構築された相

互信頼を基盤に、言語的アプローチ（哲学対話・本質観取）へと展開する２カ年計画の初年度を実施する。既存

の議論（ディベート）形式を超えた「共通了解」を導き出す手法を導入し、２０２４年度から道徳の教科書等にも

掲載され、教育的価値が認められたこの手法をいち早く導入し、先進的な教育モデルを提示する。外部講師と

して、当該分野の専門的知見を有する杉本翼氏を招聘する。当団体は全体のコーディネートおよび補助講師を

担当し、学校現場と講師の円滑な連携を図るとともに、対話のファシリテーションを支援する。 

※「令和８年度地域ボランティア活動支援のための助成事業」を申請、６月に採択結果がでる。 

事 業 内 容 
実施 

予定日時 

実施 

予定場所 

従事者の

予定人数 

受益対象者 

の範囲及び 

予定人数 

事業費の 

予算額 

（千円） 

②－１）学校で児童生徒に哲学

対話・本質観取を行う事業 

５月 

～１２月 

筑紫野市内小学校 ３人 小学生１２０人 

（１クラス約３０名×

４クラス） 

  ３００ 

 

 

③地域に居場所を作る事業 

 

③－１）筑紫野市文化会館の団体支援事業（共催） 一般市民を対象とした演劇ワークショップを開催し、地域

における表現活動の場を創出する。 

 

③－２）自主財源による普及啓発事業  当法人の自主事業として演劇ワークショップを１回開催。演劇技法が

持つ社会的な有用性を広く市民に周知する機会とする 

 

③－３）サポーター会員向け情報発信（メールマガジン）  活動報告を兼ねたメールマガジンを年４回発行。活

動の透明性を高めることでサポーター会員との関係性を強化し、会員数の増強を図る。 

 

③－４）医療とアートの協働による地域課題解決事業  「ふくおか地域貢献サポート事業」への申請を通じ、多

職種による協議体を結成する。演出家・岩井秀人氏の「ワレワレのモロモロ」演劇ワークショップを活用し、一

般住民と医療従事者が対話する場を開発・実施。表現を通じて「医療と地域の新しい関係性」を構築するファ

シリテーターの育成を並行して行う。 ※「ふくおか地域貢献サポート事業」は６月に採択結果がでる。 

事 業 内 容 
実施 

予定日時 

実施 

予定場所 

従事者の

予定人数 

受益対象者 

の範囲及び 

予定人数 

事業費の 

予算額 

（千円） 

③－１）筑紫野市文化会館の

団体支援事業（共催） 

９月または

１１月 

筑紫野市文化会館 ４人 一般市民 

３０人 

自己負担分２０ 
（文化会館公的助成

金５０） 

③－２）自主財源による普及

啓発事業  

９月または

１１月 

筑紫野市内コミセン ６人 一般市民 

   １５人 

３０ 

 

③－３）サポーター会員向け

情報発信 

年４回 ＳＮＳ １人 サポーター会員 

１５人 

０ 

 

③－４）医療とアートの協働

による地域課題解決事業  

１１月 筑紫野市内コミセン ５人 一般市民３０人 

医療者１０人 

５ 
（協議体へ公的受

取助成金５００） 

 



 

④調査・研究及び講演を行う事業 

 

④－１）演劇ワークショップの教育効果に関する調査 派遣事業実施校（８校）の教員、および抽出した３校の児童・

生徒を対象にアンケート調査を実施。定量的・定性的なデータに基づき、ワークショップが子どもたちの変容に

与える影響を検証する。 

 

④－２）調査報告会の開催 上記調査の結果を広く共有するため、アンケート調査の報告会を行う。 

 

④‐３）演劇ワークショップ研究交流会の開催 外部の研究者を招いた交流会を実施し、実践と理論の両面から演劇

ワークショップの質的向上を目指す。 

 

④－４）哲学対話・本質観取ファシリテーター育成講座（オンライン） 昨年に引き続きステップアップ講座をオンライン

で４回開催する。道徳の教科書にも掲載されている「哲学対話」の手法を学び、演劇ワークショップとともに学校や

地域で主体的・対話的な深い学びを促進できる人材を育成する。 

 

④－５）演劇を観て語る会・研修旅行の実施 正会員およびサポーター会員などを対象に、「演劇を観て語る会」

や研修旅行を実施。芸術文化に触れるとともに、会員相互のネットワークと専門性の深化を図る。 

 

事 業 内 容 
実施 

予定日時 

実施 

予定場所 

従事者の

予定人

数 

受益対象者 

の範囲及び 

予定人数 

事業費の

予算額 

（千円） 

④－１）演劇ワークショップの教

育効果に関する調査 

５月～12 月 教員：演劇ワーク

ショップ実施学校８校 

児童生徒：３校 

３人 教員３０人 

児童生徒２３５人 

５ 

 

 

④－２）調査報告会の開催  

 

２月 

 

筑紫野市内コミセン ４人 

 

演劇ＷＳのファシリテー

タと一般市民１０人 

３ 

 

④－３）演劇ワークショップ研

究交流会の開催 

９月１６日 筑紫野市内コミセン ５人 正会員と一般市民 

１５人 

３ 

④－４）哲学対話・本質観取

ファシリテーター育成講座

（オンライン） 

４月２４日 

６月２６日 

８月２８日 

１０月３０日 

オンライン 延べ４人 延べ４０人 

 

８４ 

 

④－５）演劇を観て語る会・研

修旅行の実施 

年間３回 未定 延べ６人 正会員・サポーター

会員他１５人 

０ 

 
 


